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内容の要旨および審査の結果の要旨
鼻粘膜は臨床的には呼吸部と嗅部に大きく分けられ、その機能が異なる。このことは両者の血管の構築
や血流動態にも差がみられ、血液循環が異なると考えられる。そこで家兎とラットの鼻中隔粘膜の呼吸部
と嗅部における微細血管構築を明らかにすること、また硫酸亜鉛水溶液点鼻時にみらる嗅上皮の線毛上皮
化後の微細血管構築の変化についても検討を加えることを目的として実験を行っている。主なる方法は光
学顕微鏡による組織学的所見と血管鋳型標本における実体顕微鏡と走査型電子顕微鏡による観察を用いて
いる。
まず家兎における鼻中隔前額断切片の光学顕微鏡所見では、血管は呼吸部では固有層の全層にわたって
豊富にみられ、嗅部では固有層の深部に位置し、円形の血管断面を呈することが多かった。次に熱硬化性
樹脂メルコックスを使って作成した、鼻中隔粘膜の血管鋳型標本での鼻中隔全体の微細血管構築は、深部
は数本の直線的な血管と微細な立体的な血管網、その上皮側に相互連絡し蛇行して走る血管があり、ここ
から表層へ向かって徐々に細くなる血管が分枝していた。呼吸部と嗅部の境界部においては、密な血管網
の呼吸部と疎な血管網の嗅部とが明瞭に区別された。前者の血管は、いろいろの程度に脅曲し、数多くの
吻合を有し、ぎっしりとした頑状な血管網であった。またラットでは前方部位で密な血管網から上皮表面
にむかってループ状に突出する特徴的な細血管が観察された。これに対して嗅部の血管網は疎でもろく、
壊れ安い血管鋳型が作られ、呼吸部と大きく異なる血管構築を示した。血管は前後方向の直線的な走行で、
相互の血管連絡は少なかった。
次に硫酸亜鉛水溶液点鼻により鼻中隔粘膜上皮の変化と血管構築について観察したところ、点鼻５カ月
後、家兎呼吸上皮には変化はみられなくなっていたが、嗅上皮は綿毛上皮に変化していた。しかし、固有
層の微細血管構築には、点鼻による変化は認められず、血管網の密な呼吸部と、疎な嗅部がはっきりと区
別できた。以上の成績から、鼻中隔粘膜の血管構築は、呼吸部においては嗅部と異なり、吸気の加温、加
湿機能に好都合であること、また嗅上皮は、線毛上皮に変化しても、微細血管構築には変化がみられず、
血管像から本来の呼吸部と嗅部の識別が可能であることが明らかにされた。
以上本論文は、鼻中隔粘膜の呼吸部と嗅部の血管構築の相違を明らかにすると同時に、血管構築の特徴
から線毛上皮化した嗅上皮の識別について明らかにしたもので、局所解剖学並びに病理組織学に寄与する、
価値ある労作と認められた。
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